
令和8（2026）年度入学生カリキュラム　カリキュラムマップ
学科・専攻名

科目名 必選 単位 科目名 必選 単位 科目名 必選 単位 科目名 必選 単位 科目名 必選 単位 科目名 必選 単位 科目名 必選 単位 科目名 必選 単位 科目名 必選 単位

学士課程基幹教育科目 樟蔭基礎科目 樟蔭への誘い 樟蔭の窓 ● A1 ● 1

学士課程基幹教育科目 言語科目
コミュニケーション
（日本語リテラシー）

アカデミック・スキルズA ● B1 ● 1

学士課程基幹教育科目 言語科目
コミュニケーション
（日本語リテラシー）

アカデミック・スキルズB ● B1 ● 1

学士課程基幹教育科目 樟蔭基礎科目 豊かな情操 笑いは人をつなぐ ○ A2 ○ 2

学士課程基幹教育科目 言語科目
コミュニケーション（日
本語リテラシー）

新聞で学ぶ日本語A B1 1

学士課程基幹教育科目 言語科目
コミュニケーション（日
本語リテラシー）

新聞で学ぶ日本語B B1 1

学士課程基幹教育科目 言語科目
コミュニケーション（日
本語リテラシー）

生活の中の日本語A B1 1

学士課程基幹教育科目 言語科目
コミュニケーション（日
本語リテラシー）

生活の中の日本語B B1 1

学士課程基幹教育科目 言語科目
コミュニケーション（日
本語リテラシー）

論理トレーニング B1 1

学士課程基幹教育科目 言語科目
コミュニケーション（日
本語リテラシー）

言語とコミュニケーション A2 1

学士課程基幹教育科目 言語科目
コミュニケーション（日
本語リテラシー）

日本語教育学A A2 2

学士課程基幹教育科目 言語科目
コミュニケーション（日
本語リテラシー）

日本語教育学B A2 2

学士課程基幹教育科目 言語科目
コミュニケーション（日
本語リテラシー）

日本語教育学演習A B1 1

学士課程基幹教育科目 言語科目
コミュニケーション（日
本語リテラシー）

日本語教育学演習B B1 1

学士課程基幹教育科目 言語科目
コミュニケーション（外
国語）

Communicative English 1r B1 1

学士課程基幹教育科目 言語科目
コミュニケーション（外
国語）

Communicative English 1o B1 1

学士課程基幹教育科目 言語科目
コミュニケーション（外
国語）

Communicative English 2y ● B1 ● 1

学士課程基幹教育科目 言語科目
コミュニケーション（外
国語）

Communicative English 2g ● B1 ● 1

学士課程基幹教育科目 言語科目
コミュニケーション（外
国語）

Communicative English 3b B1 1

学士課程基幹教育科目 言語科目
コミュニケーション（外
国語）

Communicative English 3v B1 1

学士課程基幹教育科目 言語科目
コミュニケーション（外
国語）

Basic English bk B1 1

学士課程基幹教育科目 言語科目
コミュニケーション（外
国語）

Basic English w B1 1

学士課程基幹教育科目 言語科目
コミュニケーション（外
国語）

Basic English 1r B1 1

学士課程基幹教育科目 言語科目
コミュニケーション（外
国語）

Basic English 1o B1 1

学士課程基幹教育科目 言語科目
コミュニケーション（外
国語）

Basic English 2y ● B1 ● 1

学士課程基幹教育科目 言語科目
コミュニケーション（外
国語）

Basic English 2g ● B1 ● 1

学士課程基幹教育科目 言語科目
コミュニケーション（外
国語）

Basic English 3b B1

学士課程基幹教育科目 言語科目
コミュニケーション（外
国語）

Basic English 3v B1

学士課程基幹教育科目 言語科目
コミュニケーション（外
国語）

資格の英語A B1 1

学士課程基幹教育科目 言語科目
コミュニケーション（外
国語）

資格の英語B B1 1

学士課程基幹教育科目 言語科目
コミュニケーション（外
国語）

旅行の英語 B1 1

学士課程基幹教育科目 言語科目
コミュニケーション（外
国語）

留学の英語 B1 1

学士課程基幹教育科目 言語科目
コミュニケーション（外
国語）

接客英会話 B1

学士課程基幹教育科目 言語科目
コミュニケーション（外
国語）

ニュースの英語 B1

学士課程基幹教育科目 言語科目
コミュニケーション（外
国語）

Conversation and Fluency A B1

学士課程基幹教育科目 言語科目
コミュニケーション（外
国語）

Conversation and Fluency B B1

学士課程基幹教育科目 言語科目
コミュニケーション（外
国語）

アジアの言語・文化を知る B1 1

学士課程基幹教育科目 言語科目
コミュニケーション（外
国語）

海外外国語演習A B2 2

学士課程基幹教育科目 言語科目
コミュニケーション（外
国語）

海外外国語演習B B2 2

学士課程基幹教育科目 言語科目
コミュニケーション（外
国語）

海外外国語演習C B2

学士課程基幹教育科目 言語科目
コミュニケーション（外
国語）

異文化演習 B1

学士課程基幹教育科目 言語科目
コミュニケーション（外
国語）

中国語Ⅰ B1 1

学士課程基幹教育科目 言語科目
コミュニケーション（外
国語）

中国語Ⅱ B1 1

学士課程基幹教育科目 言語科目
コミュニケーション（外
国語）

中国語Ⅲ B1

学士課程基幹教育科目 言語科目
コミュニケーション（外
国語）

中国語Ⅳ B1

学士課程基幹教育科目 言語科目
コミュニケーション（外
国語）

韓国・朝鮮語Ⅰ B1 1

学士課程基幹教育科目 言語科目
コミュニケーション（外
国語）

韓国・朝鮮語Ⅱ B1 1

学士課程基幹教育科目 言語科目
コミュニケーション（外
国語）

韓国・朝鮮語Ⅲ B1

韓国・朝鮮語Ⅰ

韓国・朝鮮語Ⅱ

Basic English bk

Basic English w

Basic English 1r

Basic English 1o

Basic English 2y

中国語Ⅰ

中国語Ⅱ

海外外国語演習B

アジアの言語・文化を知る

海外外国語演習A

Basic English 2g

資格の英語A

資格の英語B

旅行の英語

Communicative English 3v

日本語教育学演習A

日本語教育学演習B

Communicative English 1r

Communicative English 1o

言語文化コミュニケーション学科
育成する人材像・到達目標 到達目標に対応する授業科目

・グローバルな視点から言語や文
化の役割を理解し，多様性を尊重
しながら地域で協働し，多様な人
間関係の要となる人材。

・日本語や国際語としての英語の
特性のみならず，それぞれの社
会・文化的背景を理解しながら，
コミュニケーションに役立つ総合
的な言語運用能力を持つ人材。

・人間の言語活動，言語表現に対
し，デジタル技術を活用してアプ
ローチし，その社会，文化的背景
をも射程に，地域で活躍する人
材。

DP8：日本語および国際語として
の英語の特性やそれぞれの社会・
文化的背景、異なる文化について
理解し、多様性を尊重して他者と
の関係を構築できる。（異文化理
解力）

DP9：言語学の基礎を踏まえ、国
際語としての英語を用いた、より
高度なコミュニケーションスキル
を身につけている。（コミュニ
ケーション能力）

DP10：デジタル・ヒューマニ
ティーズなど、最新のデジタル技
術を活用し、言語活動、言語表現
に対し、複眼的で柔軟な発想から
アプローチできる。（言語処理能
力）

DP11：地域社会の持続可能性を意
識し、地域の課題解決に積極的に
取り組む姿勢を身につけている。
（地域貢献力）

学部共通のカリキュラム・ポリ
シーも踏まえて，言語文化コミュ
ニケーション学科では，ディプロ
マ・ポリシーに掲げる4つの力を修
得させることを目的に，学士課程
基幹教育科目，学科専攻科目を体
系的に編成し，講義，演習，実習
等を適切に配置し，次のようにカ
リキュラム・ポリシーを設定す
る。

CP5：学士課程基幹教育科目
（「樟蔭基礎科目」「言語科目」
「数理情報科目」「樟蔭教養科
目」「キャリア系科目」）を履修
し，学びの基礎を身につける。と
りわけ，「言語科目」の「日本語
リテラシー」および「外国語」を
積極的に学ぶことで，総合的な言
語運用能力の向上につなげる。

CP6：「言語を理解するための科
目」「多文化・多様性を理解する
ための科目」「言語運用スキル科
目」を履修することにより，言語
学の基礎を身につけるとともに，
日本語や英語に関する実践的な言
語運用能力を高める。

CP7：「多文化・多様性を理解す
るための科目」を履修することに
より，現代社会における多様な文
化的背景に気づき，異なる文化に
対する理解を深め，多様性を尊重
する姿勢を養う。

CP8：学士課程基幹教育科目の
「数理情報科目」および，専攻科
目の「デジタル・ヒューマニ
ティーズ科目」を履修することに
より，言語に関わるデジタル技術
を理解し，それらを活用しなが
ら，複眼的・学際的な視野を身に
つける。

CP9：「グローカル系科目」を履
修することにより，地域や社会の
多様性に配慮しつつ，自ら地域課
題の解決に向けて積極的に関わろ
うとする態度を養う。

CP10：「卒論演習科目」を履修
し，4年間の学びの集大成として卒
業論文を執筆する。言語運用能力
と複眼的・学際的視野を基本とす
る国際的な視野から，地域社会へ
貢献する姿勢を合わせたグローカ
ルな姿勢を確立し，大学での学び
を完成させる。

CP11：言語文化コミュニケーショ
ン学科専攻科目の学修成果は，
CEFR（ヨーロッパ言語共通参照
枠）に準拠しながら，総合的に評
価する。また，外部アセスメン
ト・テストを活用した評価を行
う。

※学士課程基幹教育の必修科目11
単位及び選択必修科目4単位、専攻
科目の必修科目24単位及び選択必
修科目6単位を含み、合計124単位
以上修得すること。（履修科目の
登録の上限：48単位（年間））
　なお、デジタルヒューマニ

1年

育成する人材像 到達目標１（綱） 到達目標２（細） 科目区分１ 科目区分２ 科目区分３
授業科目 春（第1クォーター） 秋（第4クォーター）春（第2クォーター） 秋（第3クォーター）

日本語教育学A

日本語教育学B

CP5：学士課程基幹教育科目
（「樟蔭基礎科目」「言語科目」
「数理情報科目」「樟蔭教養科
目」「キャリア系科目」）を履修
し，学びの基礎を身につける。と
りわけ，「言語科目」の「日本語
リテラシー」および「外国語」を
積極的に学ぶことで，総合的な言
語運用能力の向上につなげる。

Communicative English 2y

グローバルな視点から言語や文化
の役割を理解し、英語以外の外国
語の基礎的な運用能力を身につけ
ることができる。

論理トレーニング

国際語としての日本語の特性を理
解し「教える」ために必要な、日
本語教育に関する知識を身につけ
ることができる。

批判的な考え方を身につけ、それ
を日本語で理解し、また「書いた
り」「発表したり」表現できる力
を身につけることができる。

本学で学ぶことの意義を理解し、
学士課程で学ぶにあたって必要な
学習のスキルが身についている。

国際語としての英語の特性を理解
し、speaking, listeningについて
CEFR-J: A1〜B2レベルの英語運
用能力を身につけることができ
る。

2年
春（第1クォーター） 春（第2クォーター） 秋（第3クォーター） 秋（第4クォーター）

新聞で学ぶ日本語A

生活の中の日本語A

Communicative English 2g

Communicative English 3b

新聞で学ぶ日本語B

生活の中の日本語B

樟蔭の窓

アカデミック・スキルズA

アカデミック・スキルズB

笑いは人をつなぐ

言語とコミュニケーション

留学の英語



令和8（2026）年度入学生カリキュラム　カリキュラムマップ
学科・専攻名

科目名 必選 単位

学士課程基幹教育科目 樟蔭基礎科目 樟蔭への誘い 樟蔭の窓 ● A1

学士課程基幹教育科目 言語科目
コミュニケーション
（日本語リテラシー）

アカデミック・スキルズA ● B1

学士課程基幹教育科目 言語科目
コミュニケーション
（日本語リテラシー）

アカデミック・スキルズB ● B1

学士課程基幹教育科目 樟蔭基礎科目 豊かな情操 笑いは人をつなぐ ○ A2

学士課程基幹教育科目 言語科目
コミュニケーション（日
本語リテラシー）

新聞で学ぶ日本語A B1

学士課程基幹教育科目 言語科目
コミュニケーション（日
本語リテラシー）

新聞で学ぶ日本語B B1

学士課程基幹教育科目 言語科目
コミュニケーション（日
本語リテラシー）

生活の中の日本語A B1

学士課程基幹教育科目 言語科目
コミュニケーション（日
本語リテラシー）

生活の中の日本語B B1

学士課程基幹教育科目 言語科目
コミュニケーション（日
本語リテラシー）

論理トレーニング B1

学士課程基幹教育科目 言語科目
コミュニケーション（日
本語リテラシー）

言語とコミュニケーション A2

学士課程基幹教育科目 言語科目
コミュニケーション（日
本語リテラシー）

日本語教育学A A2

学士課程基幹教育科目 言語科目
コミュニケーション（日
本語リテラシー）

日本語教育学B A2

学士課程基幹教育科目 言語科目
コミュニケーション（日
本語リテラシー）

日本語教育学演習A B1

学士課程基幹教育科目 言語科目
コミュニケーション（日
本語リテラシー）

日本語教育学演習B B1

学士課程基幹教育科目 言語科目
コミュニケーション（外
国語）

Communicative English 1r B1

学士課程基幹教育科目 言語科目
コミュニケーション（外
国語）

Communicative English 1o B1

学士課程基幹教育科目 言語科目
コミュニケーション（外
国語）

Communicative English 2y ● B1

学士課程基幹教育科目 言語科目
コミュニケーション（外
国語）

Communicative English 2g ● B1

学士課程基幹教育科目 言語科目
コミュニケーション（外
国語）

Communicative English 3b B1

学士課程基幹教育科目 言語科目
コミュニケーション（外
国語）

Communicative English 3v B1

学士課程基幹教育科目 言語科目
コミュニケーション（外
国語）

Basic English bk B1

学士課程基幹教育科目 言語科目
コミュニケーション（外
国語）

Basic English w B1

学士課程基幹教育科目 言語科目
コミュニケーション（外
国語）

Basic English 1r B1

学士課程基幹教育科目 言語科目
コミュニケーション（外
国語）

Basic English 1o B1

学士課程基幹教育科目 言語科目
コミュニケーション（外
国語）

Basic English 2y ● B1

学士課程基幹教育科目 言語科目
コミュニケーション（外
国語）

Basic English 2g ● B1

学士課程基幹教育科目 言語科目
コミュニケーション（外
国語）

Basic English 3b B1

学士課程基幹教育科目 言語科目
コミュニケーション（外
国語）

Basic English 3v B1

学士課程基幹教育科目 言語科目
コミュニケーション（外
国語）

資格の英語A B1

学士課程基幹教育科目 言語科目
コミュニケーション（外
国語）

資格の英語B B1

学士課程基幹教育科目 言語科目
コミュニケーション（外
国語）

旅行の英語 B1

学士課程基幹教育科目 言語科目
コミュニケーション（外
国語）

留学の英語 B1

学士課程基幹教育科目 言語科目
コミュニケーション（外
国語）

接客英会話 B1

学士課程基幹教育科目 言語科目
コミュニケーション（外
国語）

ニュースの英語 B1

学士課程基幹教育科目 言語科目
コミュニケーション（外
国語）

Conversation and Fluency A B1

学士課程基幹教育科目 言語科目
コミュニケーション（外
国語）

Conversation and Fluency B B1

学士課程基幹教育科目 言語科目
コミュニケーション（外
国語）

アジアの言語・文化を知る B1

学士課程基幹教育科目 言語科目
コミュニケーション（外
国語）

海外外国語演習A B2

学士課程基幹教育科目 言語科目
コミュニケーション（外
国語）

海外外国語演習B B2

学士課程基幹教育科目 言語科目
コミュニケーション（外
国語）

海外外国語演習C B2

学士課程基幹教育科目 言語科目
コミュニケーション（外
国語）

異文化演習 B1

学士課程基幹教育科目 言語科目
コミュニケーション（外
国語）

中国語Ⅰ B1

学士課程基幹教育科目 言語科目
コミュニケーション（外
国語）

中国語Ⅱ B1

学士課程基幹教育科目 言語科目
コミュニケーション（外
国語）

中国語Ⅲ B1

学士課程基幹教育科目 言語科目
コミュニケーション（外
国語）

中国語Ⅳ B1

学士課程基幹教育科目 言語科目
コミュニケーション（外
国語）

韓国・朝鮮語Ⅰ B1

学士課程基幹教育科目 言語科目
コミュニケーション（外
国語）

韓国・朝鮮語Ⅱ B1

学士課程基幹教育科目 言語科目
コミュニケーション（外
国語）

韓国・朝鮮語Ⅲ B1

言語文化コミュニケーション学科
育成する人材像・到達目標 到達目標に対応する授業科目

・グローバルな視点から言語や文
化の役割を理解し，多様性を尊重
しながら地域で協働し，多様な人
間関係の要となる人材。

・日本語や国際語としての英語の
特性のみならず，それぞれの社
会・文化的背景を理解しながら，
コミュニケーションに役立つ総合
的な言語運用能力を持つ人材。

・人間の言語活動，言語表現に対
し，デジタル技術を活用してアプ
ローチし，その社会，文化的背景
をも射程に，地域で活躍する人
材。

DP8：日本語および国際語として
の英語の特性やそれぞれの社会・
文化的背景、異なる文化について
理解し、多様性を尊重して他者と
の関係を構築できる。（異文化理
解力）

DP9：言語学の基礎を踏まえ、国
際語としての英語を用いた、より
高度なコミュニケーションスキル
を身につけている。（コミュニ
ケーション能力）

DP10：デジタル・ヒューマニ
ティーズなど、最新のデジタル技
術を活用し、言語活動、言語表現
に対し、複眼的で柔軟な発想から
アプローチできる。（言語処理能
力）

DP11：地域社会の持続可能性を意
識し、地域の課題解決に積極的に
取り組む姿勢を身につけている。
（地域貢献力）

学部共通のカリキュラム・ポリ
シーも踏まえて，言語文化コミュ
ニケーション学科では，ディプロ
マ・ポリシーに掲げる4つの力を修
得させることを目的に，学士課程
基幹教育科目，学科専攻科目を体
系的に編成し，講義，演習，実習
等を適切に配置し，次のようにカ
リキュラム・ポリシーを設定す
る。

CP5：学士課程基幹教育科目
（「樟蔭基礎科目」「言語科目」
「数理情報科目」「樟蔭教養科
目」「キャリア系科目」）を履修
し，学びの基礎を身につける。と
りわけ，「言語科目」の「日本語
リテラシー」および「外国語」を
積極的に学ぶことで，総合的な言
語運用能力の向上につなげる。

CP6：「言語を理解するための科
目」「多文化・多様性を理解する
ための科目」「言語運用スキル科
目」を履修することにより，言語
学の基礎を身につけるとともに，
日本語や英語に関する実践的な言
語運用能力を高める。

CP7：「多文化・多様性を理解す
るための科目」を履修することに
より，現代社会における多様な文
化的背景に気づき，異なる文化に
対する理解を深め，多様性を尊重
する姿勢を養う。

CP8：学士課程基幹教育科目の
「数理情報科目」および，専攻科
目の「デジタル・ヒューマニ
ティーズ科目」を履修することに
より，言語に関わるデジタル技術
を理解し，それらを活用しなが
ら，複眼的・学際的な視野を身に
つける。

CP9：「グローカル系科目」を履
修することにより，地域や社会の
多様性に配慮しつつ，自ら地域課
題の解決に向けて積極的に関わろ
うとする態度を養う。

CP10：「卒論演習科目」を履修
し，4年間の学びの集大成として卒
業論文を執筆する。言語運用能力
と複眼的・学際的視野を基本とす
る国際的な視野から，地域社会へ
貢献する姿勢を合わせたグローカ
ルな姿勢を確立し，大学での学び
を完成させる。

CP11：言語文化コミュニケーショ
ン学科専攻科目の学修成果は，
CEFR（ヨーロッパ言語共通参照
枠）に準拠しながら，総合的に評
価する。また，外部アセスメン
ト・テストを活用した評価を行
う。

※学士課程基幹教育の必修科目11
単位及び選択必修科目4単位、専攻
科目の必修科目24単位及び選択必
修科目6単位を含み、合計124単位
以上修得すること。（履修科目の
登録の上限：48単位（年間））
　なお、デジタルヒューマニ

育成する人材像 到達目標１（綱） 到達目標２（細） 科目区分１ 科目区分２ 科目区分３
授業科目

CP5：学士課程基幹教育科目
（「樟蔭基礎科目」「言語科目」
「数理情報科目」「樟蔭教養科
目」「キャリア系科目」）を履修
し，学びの基礎を身につける。と
りわけ，「言語科目」の「日本語
リテラシー」および「外国語」を
積極的に学ぶことで，総合的な言
語運用能力の向上につなげる。

グローバルな視点から言語や文化
の役割を理解し、英語以外の外国
語の基礎的な運用能力を身につけ
ることができる。

国際語としての日本語の特性を理
解し「教える」ために必要な、日
本語教育に関する知識を身につけ
ることができる。

批判的な考え方を身につけ、それ
を日本語で理解し、また「書いた
り」「発表したり」表現できる力
を身につけることができる。

本学で学ぶことの意義を理解し、
学士課程で学ぶにあたって必要な
学習のスキルが身についている。

国際語としての英語の特性を理解
し、speaking, listeningについて
CEFR-J: A1〜B2レベルの英語運
用能力を身につけることができ
る。

科目名 必選 単位 科目名 必選 単位 科目名 必選 単位 科目名 必選 単位 科目名 必選 単位 科目名 必選 単位 科目名 必選 単位 科目名 必選 単位

1

1

1

1

1

1

2

1

1

1

1韓国・朝鮮語Ⅲ

中国語Ⅲ

中国語Ⅳ

Basic English 3v

異文化演習

海外外国語演習C

ニュースの英語

Conversation and Fluency A

Conversation and Fluency B

接客英会話

Basic English 3b

4年
春（第1クォーター） 春（第2クォーター） 秋（第3クォーター） 秋（第4クォーター）

3年
春（第1クォーター） 春（第2クォーター） 秋（第3クォーター） 秋（第4クォーター）



科目名 必選 単位 科目名 必選 単位 科目名 必選 単位 科目名 必選 単位 科目名 必選 単位 科目名 必選 単位 科目名 必選 単位 科目名 必選 単位 科目名 必選 単位

育成する人材像・到達目標 到達目標に対応する授業科目 1年

育成する人材像 到達目標１（綱） 到達目標２（細） 科目区分１ 科目区分２ 科目区分３
授業科目 春（第1クォーター） 秋（第4クォーター）春（第2クォーター） 秋（第3クォーター）

2年
春（第1クォーター） 春（第2クォーター） 秋（第3クォーター） 秋（第4クォーター）

学士課程基幹教育科目 言語科目
コミュニケーション（外
国語）

韓国・朝鮮語Ⅳ B1

学士課程基幹教育科目 言語科目
コミュニケーション（外
国語）

ドイツ語Ⅰ B1 1

学士課程基幹教育科目 言語科目
コミュニケーション（外
国語）

ドイツ語Ⅱ B1 1

学士課程基幹教育科目 言語科目
コミュニケーション（外
国語）

フランス語Ⅰ B1 1

学士課程基幹教育科目 言語科目
コミュニケーション（外
国語）

フランス語Ⅱ B1 1

学士課程基幹教育科目 言語科目
コミュニケーション（外
国語）

スペイン語Ⅰ B1 1

学士課程基幹教育科目 言語科目
コミュニケーション（外
国語）

スペイン語Ⅱ B1 1

専攻科目
言語を理解するための科
目

言語学概論 ● A2 ● 2

専攻科目
言語を理解するための科
目

日本語学 A2 2

専攻科目
言語を理解するための科
目

日本語文法 A2 2

専攻科目
言語を理解するための科
目

英語学概論 A2 2

専攻科目
言語を理解するための科
目

英語学特論 A2 2

専攻科目
言語を理解するための科
目

英米文学概論 A2 2

専攻科目
言語を理解するための科
目

英米文学講読 A2 2

専攻科目
言語を理解するための科
目

英語音声学 A2 2

専攻科目 言語運用スキル科目 English Fundamentals A ● B1 English Fundamentals A ● 1

専攻科目 言語運用スキル科目 English Fundamentals B ● B1 English Fundamentals B ● 1

専攻科目 言語運用スキル科目 Communication in English A ● B1 Communication in English A ● 1

専攻科目 言語運用スキル科目 Communication in English B ● B1 Communication in English B ● 1

専攻科目 言語運用スキル科目 Communication in English C B1 Communication in English C 1

専攻科目 言語運用スキル科目 Communication in English D B1 Communication in English D 1

専攻科目 言語運用スキル科目 Advanced Listening  & Reading B2

専攻科目 言語運用スキル科目 Advanced Speaking & Writing B2 Advanced Speaking & Writing 2

専攻科目
多文化・多様性を理解す
るための科目

多文化共生社会 ● A2 ● 2

専攻科目
多文化・多様性を理解す
るための科目

異文化理解A ● A2 ● 2

専攻科目
多文化・多様性を理解す
るための科目

異文化理解B A2

専攻科目
多文化・多様性を理解す
るための科目

比較文化論A ● A2 ● 2

専攻科目
多文化・多様性を理解す
るための科目

比較文化論B A2

専攻科目
多文化・多様性を理解す
るための科目

海外文化演習 B8 海外文化演習 8

専攻科目
多文化・多様性を理解す
るための科目

世界の文化と多様性 A2

専攻科目
多文化・多様性を理解す
るための科目

英語文化圏概論 A2

専攻科目
多文化・多様性を理解す
るための科目

多文化共生フィールドワーク C2

専攻科目
多文化・多様性を理解す
るための科目

ポップカルチャーと多文化共生 A2

学士課程基幹教育科目 数理情報科目 情報リテラシー 情報と社会 ● A2 ● 2

学士課程基幹教育科目 数理情報科目 情報リテラシー 情報処理基礎A ● C1 ● 1

学士課程基幹教育科目 数理情報科目 情報リテラシー 情報処理基礎B ● C1 ● 1

学士課程基幹教育科目 数理情報科目 情報リテラシー 暮らしとAI・データサイエンス ○ A2 ○ 2

学士課程基幹教育科目 数理情報科目 情報リテラシー AI・データサイエンス（データと社会） ○ A2 ○ 2

学士課程基幹教育科目 数理情報科目 情報リテラシー AI・データサイエンス（データ分析） ○ A2 ○ 2

学士課程基幹教育科目 数理情報科目 情報リテラシー 数学でわかるAIのエッセンス A2 2

専攻科目
デジタル・ヒューマニ
ティーズ科目

デジタル・ヒューマニティーズ入門 ● A2 ● 2

専攻科目
デジタル・ヒューマニ
ティーズ科目

言語学とデータ ○ A2 言語学とデータ ○ 2

専攻科目
デジタル・ヒューマニ
ティーズ科目

言語データ処理実習 ○ C2 言語データ処理実習 ○ 2

専攻科目
デジタル・ヒューマニ
ティーズ科目

コーパス言語学 ○ A2

専攻科目
デジタル・ヒューマニ
ティーズ科目

 テキストマイニング概説 ○ A2  テキストマイニング概説 ○ 2

専攻科目
デジタル・ヒューマニ
ティーズ科目

テキストマイニング演習 ○ B2 テキストマイニング演習 ○ 2

専攻科目 グローカル系科目 世界の中の日本 ○ A2 ○ 2

専攻科目 グローカル系科目 国際関係論 ○ A2 ○ 2

専攻科目 グローカル系科目 グローバルビジネス論 ○ A2

専攻科目 グローカル系科目 地域コミュニティ論 ○ A2

デジタル・ヒューマニティーズ入門

世界の中の日本

国際関係論

暮らしとAI・データサイエンス

数学でわかるAIのエッセンス

AI・データサイエンス（データと社会）

AI・データサイエンス（データ分析）

情報と社会

情報処理基礎A

異文化理解A

比較文化論A

英語学特論

英米文学概論

英米文学講読

英語音声学

多文化共生社会

日本語文法

英語学概論

スペイン語Ⅱ

ドイツ語Ⅰ

ドイツ語Ⅱ

フランス語Ⅰ

フランス語Ⅱ

スペイン語Ⅰ

言語学概論

日本語学

　なお、デジタルヒューマニ
ティーズ科目の選択科目のうち、
言語学とデータ、言語データ処理
実習、コーパス言語学、テキスト
マイニング概説、テキストマイニ
ング演習から2単位を選択必修と
し、グローカル系科目の選択科目
のうち、世界の中の日本、国際関
係論、グローバルビジネス論から2
単位を選択必修とし、地域コミュ
ニティ論、地域課題と持続可能
性、地域と観光から2単位を選択必
修とする。

CP9：「グローカル系科目」を履
修することにより，地域や社会の
多様性に配慮しつつ，自ら地域課
題の解決に向けて積極的に関わろ
うとする態度を養う。

CP6：「言語を理解するための科
目」「多文化・多様性を理解する
ための科目」「言語運用スキル科
目」を履修することにより，言語
学の基礎を身につけるとともに，
日本語や英語に関する実践的な言
語運用能力を高める。

CP8：学士課程基幹教育科目の
「数理情報科目」および，専攻科
目の「デジタル・ヒューマニ
ティーズ科目」を履修することに
より，言語に関わるデジタル技術
を理解し，それらを活用しなが
ら，複眼的・学際的な視野を身に
つける。

情報処理基礎B

CP7：「多文化・多様性を理解す
るための科目」を履修することに
より，現代社会における多様な文
化的背景に気づき，異なる文化に
対する理解を深め，多様性を尊重
する姿勢を養う。

「言語を理解するための科目」群

日本語の構造や文法の特色，英語
の発音特性や文化的・社会的側面
といった言語学の基礎を学修す
る。

「言語運用スキル科目」群

英語の読解，表現，情報収集およ
び発信等の基本的な運用方法につ
いて学修する。

「デジタル・ヒューマニティーズ
科目」群

最新のデジタル技術を用いた言語
データの解析手法や，AIによる文
章生成のアルゴリズム，情報学と
人文学を合わせた学問領域等につ
いて学修する。

「グローカル系科目」群

国際社会と日本の関係や，地域社
会における課題等について学び，
国際的視野を以て地域社会に貢献
することの意義について学修す
る。

言語に関わるデジタル技術を理解
し，それらを活用しながら，複眼
的・学際的な視野を身につける。

「多文化・多様性を理解するため
の科目」群

多文化共生社会の現状と課題，多
様な文化的背景を持つ人々との関
わりの中で発生する障害や，多様
性の尊重について学修する。



科目名 必選 単位

育成する人材像・到達目標 到達目標に対応する授業科目

育成する人材像 到達目標１（綱） 到達目標２（細） 科目区分１ 科目区分２ 科目区分３
授業科目

学士課程基幹教育科目 言語科目
コミュニケーション（外
国語）

韓国・朝鮮語Ⅳ B1

学士課程基幹教育科目 言語科目
コミュニケーション（外
国語）

ドイツ語Ⅰ B1

学士課程基幹教育科目 言語科目
コミュニケーション（外
国語）

ドイツ語Ⅱ B1

学士課程基幹教育科目 言語科目
コミュニケーション（外
国語）

フランス語Ⅰ B1

学士課程基幹教育科目 言語科目
コミュニケーション（外
国語）

フランス語Ⅱ B1

学士課程基幹教育科目 言語科目
コミュニケーション（外
国語）

スペイン語Ⅰ B1

学士課程基幹教育科目 言語科目
コミュニケーション（外
国語）

スペイン語Ⅱ B1

専攻科目
言語を理解するための科
目

言語学概論 ● A2

専攻科目
言語を理解するための科
目

日本語学 A2

専攻科目
言語を理解するための科
目

日本語文法 A2

専攻科目
言語を理解するための科
目

英語学概論 A2

専攻科目
言語を理解するための科
目

英語学特論 A2

専攻科目
言語を理解するための科
目

英米文学概論 A2

専攻科目
言語を理解するための科
目

英米文学講読 A2

専攻科目
言語を理解するための科
目

英語音声学 A2

専攻科目 言語運用スキル科目 English Fundamentals A ● B1

専攻科目 言語運用スキル科目 English Fundamentals B ● B1

専攻科目 言語運用スキル科目 Communication in English A ● B1

専攻科目 言語運用スキル科目 Communication in English B ● B1

専攻科目 言語運用スキル科目 Communication in English C B1

専攻科目 言語運用スキル科目 Communication in English D B1

専攻科目 言語運用スキル科目 Advanced Listening  & Reading B2

専攻科目 言語運用スキル科目 Advanced Speaking & Writing B2

専攻科目
多文化・多様性を理解す
るための科目

多文化共生社会 ● A2

専攻科目
多文化・多様性を理解す
るための科目

異文化理解A ● A2

専攻科目
多文化・多様性を理解す
るための科目

異文化理解B A2

専攻科目
多文化・多様性を理解す
るための科目

比較文化論A ● A2

専攻科目
多文化・多様性を理解す
るための科目

比較文化論B A2

専攻科目
多文化・多様性を理解す
るための科目

海外文化演習 B8

専攻科目
多文化・多様性を理解す
るための科目

世界の文化と多様性 A2

専攻科目
多文化・多様性を理解す
るための科目

英語文化圏概論 A2

専攻科目
多文化・多様性を理解す
るための科目

多文化共生フィールドワーク C2

専攻科目
多文化・多様性を理解す
るための科目

ポップカルチャーと多文化共生 A2

学士課程基幹教育科目 数理情報科目 情報リテラシー 情報と社会 ● A2

学士課程基幹教育科目 数理情報科目 情報リテラシー 情報処理基礎A ● C1

学士課程基幹教育科目 数理情報科目 情報リテラシー 情報処理基礎B ● C1

学士課程基幹教育科目 数理情報科目 情報リテラシー 暮らしとAI・データサイエンス ○ A2

学士課程基幹教育科目 数理情報科目 情報リテラシー AI・データサイエンス（データと社会） ○ A2

学士課程基幹教育科目 数理情報科目 情報リテラシー AI・データサイエンス（データ分析） ○ A2

学士課程基幹教育科目 数理情報科目 情報リテラシー 数学でわかるAIのエッセンス A2

専攻科目
デジタル・ヒューマニ
ティーズ科目

デジタル・ヒューマニティーズ入門 ● A2

専攻科目
デジタル・ヒューマニ
ティーズ科目

言語学とデータ ○ A2

専攻科目
デジタル・ヒューマニ
ティーズ科目

言語データ処理実習 ○ C2

専攻科目
デジタル・ヒューマニ
ティーズ科目

コーパス言語学 ○ A2

専攻科目
デジタル・ヒューマニ
ティーズ科目

 テキストマイニング概説 ○ A2

専攻科目
デジタル・ヒューマニ
ティーズ科目

テキストマイニング演習 ○ B2

専攻科目 グローカル系科目 世界の中の日本 ○ A2

専攻科目 グローカル系科目 国際関係論 ○ A2

専攻科目 グローカル系科目 グローバルビジネス論 ○ A2

専攻科目 グローカル系科目 地域コミュニティ論 ○ A2

　なお、デジタルヒューマニ
ティーズ科目の選択科目のうち、
言語学とデータ、言語データ処理
実習、コーパス言語学、テキスト
マイニング概説、テキストマイニ
ング演習から2単位を選択必修と
し、グローカル系科目の選択科目
のうち、世界の中の日本、国際関
係論、グローバルビジネス論から2
単位を選択必修とし、地域コミュ
ニティ論、地域課題と持続可能
性、地域と観光から2単位を選択必
修とする。

CP9：「グローカル系科目」を履
修することにより，地域や社会の
多様性に配慮しつつ，自ら地域課
題の解決に向けて積極的に関わろ
うとする態度を養う。

CP6：「言語を理解するための科
目」「多文化・多様性を理解する
ための科目」「言語運用スキル科
目」を履修することにより，言語
学の基礎を身につけるとともに，
日本語や英語に関する実践的な言
語運用能力を高める。

CP8：学士課程基幹教育科目の
「数理情報科目」および，専攻科
目の「デジタル・ヒューマニ
ティーズ科目」を履修することに
より，言語に関わるデジタル技術
を理解し，それらを活用しなが
ら，複眼的・学際的な視野を身に
つける。

CP7：「多文化・多様性を理解す
るための科目」を履修することに
より，現代社会における多様な文
化的背景に気づき，異なる文化に
対する理解を深め，多様性を尊重
する姿勢を養う。

「言語を理解するための科目」群

日本語の構造や文法の特色，英語
の発音特性や文化的・社会的側面
といった言語学の基礎を学修す
る。

「言語運用スキル科目」群

英語の読解，表現，情報収集およ
び発信等の基本的な運用方法につ
いて学修する。

「デジタル・ヒューマニティーズ
科目」群

最新のデジタル技術を用いた言語
データの解析手法や，AIによる文
章生成のアルゴリズム，情報学と
人文学を合わせた学問領域等につ
いて学修する。

「グローカル系科目」群

国際社会と日本の関係や，地域社
会における課題等について学び，
国際的視野を以て地域社会に貢献
することの意義について学修す
る。

言語に関わるデジタル技術を理解
し，それらを活用しながら，複眼
的・学際的な視野を身につける。

「多文化・多様性を理解するため
の科目」群

多文化共生社会の現状と課題，多
様な文化的背景を持つ人々との関
わりの中で発生する障害や，多様
性の尊重について学修する。

科目名 必選 単位 科目名 必選 単位 科目名 必選 単位 科目名 必選 単位 科目名 必選 単位 科目名 必選 単位 科目名 必選 単位 科目名 必選 単位

4年
春（第1クォーター） 春（第2クォーター） 秋（第3クォーター） 秋（第4クォーター）

3年
春（第1クォーター） 春（第2クォーター） 秋（第3クォーター） 秋（第4クォーター）

1

Advanced Listening  & Reading 1

2

2

世界の文化と多様性 2

2

2

2

○ 2

○ 2

地域コミュニティ論 ○ 2

コーパス言語学

グローバルビジネス論

英語文化圏概論

多文化共生フィールドワーク

ポップカルチャーと多文化共生

異文化理解B

比較文化論B

韓国・朝鮮語Ⅳ



科目名 必選 単位 科目名 必選 単位 科目名 必選 単位 科目名 必選 単位 科目名 必選 単位 科目名 必選 単位 科目名 必選 単位 科目名 必選 単位 科目名 必選 単位

育成する人材像・到達目標 到達目標に対応する授業科目 1年

育成する人材像 到達目標１（綱） 到達目標２（細） 科目区分１ 科目区分２ 科目区分３
授業科目 春（第1クォーター） 秋（第4クォーター）春（第2クォーター） 秋（第3クォーター）

2年
春（第1クォーター） 春（第2クォーター） 秋（第3クォーター） 秋（第4クォーター）

専攻科目 グローカル系科目 地域課題と持続可能性 ○ A2

専攻科目 グローカル系科目 地域と観光 ○ A2 ○ 2

専攻科目 グローカル系科目 英語とビジネスの現場 A2

専攻科目 グローカル系科目 グローカル・インターンシップ C2 グローカル・インターンシップ 2

専攻科目 グローカル系科目 グローカルマネジメント演習 B4

専攻科目 卒論演習科目 演習A ● B1

専攻科目 卒論演習科目 演習B ● B1

専攻科目 卒論演習科目 演習C ● B1

専攻科目 卒論演習科目 演習D ● B1

専攻科目 卒論演習科目 卒業論文 ● 6

1 31 1 31 6 26 1 19

地域と観光

CP6：「卒論演習科目」を履修
し，4年間の学びの集大成として卒
業論文を執筆する。言語運用能力
と複眼的・学際的視野を基本とす
る国際的な視野から，地域社会へ
貢献する姿勢を合わせたグローカ
ルな姿勢を確立し，大学での学び
を完成させる。

「卒論演習科目」群

言語運用能力と複眼的・学際的な
視野を基本とする国際的な視野か
ら，地域社会へ貢献する姿勢を合
わせたグローカルな姿勢を確立
し，各自がそれぞれの選んだテー
マに向き合い「卒業論文」を作成
する。



科目名 必選 単位

育成する人材像・到達目標 到達目標に対応する授業科目

育成する人材像 到達目標１（綱） 到達目標２（細） 科目区分１ 科目区分２ 科目区分３
授業科目

専攻科目 グローカル系科目 地域課題と持続可能性 ○ A2

専攻科目 グローカル系科目 地域と観光 ○ A2

専攻科目 グローカル系科目 英語とビジネスの現場 A2

専攻科目 グローカル系科目 グローカル・インターンシップ C2

専攻科目 グローカル系科目 グローカルマネジメント演習 B4

専攻科目 卒論演習科目 演習A ● B1

専攻科目 卒論演習科目 演習B ● B1

専攻科目 卒論演習科目 演習C ● B1

専攻科目 卒論演習科目 演習D ● B1

専攻科目 卒論演習科目 卒業論文 ● 6

CP6：「卒論演習科目」を履修
し，4年間の学びの集大成として卒
業論文を執筆する。言語運用能力
と複眼的・学際的視野を基本とす
る国際的な視野から，地域社会へ
貢献する姿勢を合わせたグローカ
ルな姿勢を確立し，大学での学び
を完成させる。

「卒論演習科目」群

言語運用能力と複眼的・学際的な
視野を基本とする国際的な視野か
ら，地域社会へ貢献する姿勢を合
わせたグローカルな姿勢を確立
し，各自がそれぞれの選んだテー
マに向き合い「卒業論文」を作成
する。

科目名 必選 単位 科目名 必選 単位 科目名 必選 単位 科目名 必選 単位 科目名 必選 単位 科目名 必選 単位 科目名 必選 単位 科目名 必選 単位

4年
春（第1クォーター） 春（第2クォーター） 秋（第3クォーター） 秋（第4クォーター）

3年
春（第1クォーター） 春（第2クォーター） 秋（第3クォーター） 秋（第4クォーター）

地域課題と持続可能性 ○ 2

2

4

● 1

● 1

● 1

● 1

● 6

1 22 4 11 0 5 0 7

演習C

演習D

卒業論文

英語とビジネスの現場

グローカルマネジメント演習

演習A

演習B


